
４
月
３
日
（
土
）「
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
は
い
ま
す
ぐ
廃
止
！

安
心
の
医
療
実
現
！
４
・
３
大
集

会
Ｉ
Ｎ
東
京
」
と
題
し
て
、
明
治

公
園
で
５０
団
体
１
万
人
が
集
ま

り
、
制
度
の
廃
止
を
訴
え
ま
し

た
。
�
飾
支
部
か
ら
は
１
２
２
人

の
参
加
で
し
た
。（
東
京
土
建
２

５
０
０
人
）

い
つ
で
も

ど
こ
で
も
・
だ
れ
で
も

集
会
で
は
、
政
権
が
交
代
し
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
廃
止
は
４
年
後
に
先
送

り
。
更
に
そ
の
範
囲
を
７５
歳
か
ら

６５
歳
に
引
き
下
げ
よ
う
と
す
る
動

き
が
あ
る
こ
と
に
反
対
を
し
、
憲

法
２５
条
に
基
づ
い
た
国
の
責
任
で

「
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ
れ

で
も
が
お
金
の
心
配
な
く
、
安
全

・
安
心
の
医
療
と
介
護
が
受
け
ら

れ
る
」
社
会
保
障
の
実
現
を
求
め

る
こ
と
を
訴
え
ま
し
た
。
東
京
土

建
本
部
巻
田
委
員
長
か
ら
は
、「
一

元
化
に
反
対
し
、
共
に
闘
っ
て
い

き
ま
し
ょ
う
。」
と
あ
い
さ
つ
が

あ
り
ま
し
た
。

集
会
後
は
、神
宮
通
公
園
ま
で
、

３
㎞
の
道
の
り
を
元
気
に
デ
モ
行

進
し
、
街
ゆ
く
人
々
に
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
の
廃
止
を
訴
え
ま
し

た
。１

〜
３
月
の
春
一
番
拡
大
は
８２

人
を
目
標
に
行
動
し
、
８４
人
を
拡

大
し
達
成
と
な
り
ま
し
た
。
た
だ

し
、
１
月
１
日
付
人
員
に
対
し
て

の
実
増
は
、
４
月
１
日
付
で
▼
７９

人
と
１
月
人
員
を
大
き
く
下
回
り

ま
し
た
。
現
在
も
長
引
く
不
況
下

で
、
組
合
を
脱
退
す
る
組
合
員
が

多
数
い
る
の
も
実
情
で
す
。
組
織

を
後
退
さ
せ
な
い
た
め
に
は
、
拡

大
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
脱
退
防

止
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
ま

す
。
東
京
都
下
の
各
支
部
で
も
軒

並
み
１
月
１
日
付
の
人
員
を
下
回

っ
て
い
ま
す
。

春
月
間
の
拡
大
出
陣
式
は
、
４

月
２３
日
（
金
）
テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ
で

行
い
ま
す
。
厳
し
い
状
況
で
す
。

頼
れ
る
組
合
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
目

標
・
実
増
め
ざ
し
頑
張
り
ま
し
ょ

う
。

【
拡
大
月
間
】

・
４
月
２７
・
２８
日
（
火
・
水
）

・
５
月
８
日
（
土
曜
日
行
動
）

・
５
月
１１
・
１２
日
（
火
・
水
）

・

２０
・
２１
日
（
木
・
金
）

・

２６
・
２７
・
２８
日
（
水
・
木

・
金
）

３
月
１８
日（
木
）�
飾
社
保
協
、

�
飾
区
労
連
、
地
域
高
齢
者
団
体

と
と
も
に
「
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
は
今
す
ぐ
廃
止
、
安
心
の
医
療

実
現
を
め
ざ
す
�
飾
の
会
」
を
立

ち
上
げ
、
午
後
６
時
半
よ
り
テ
ク

ノ
プ
ラ
ザ
か
つ
し
か
に
お
い
て
結

成
集
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
東
京
社
保
協
や
共
産

党
区
議
団
の
来
賓
と
、
土
建
・
社

保
協
・
区
労
連
・
地
域
高
齢
者
ク
ラ

ブ
・
医
療
な
ど
３２
団
体
と
個
人
参

加
を
ふ
く
め
、
８０
人
収
容
の
会
場

に
１
１
８
人
の
参
加
者
で
、
立
ち

見
の
満
席
状
態
と
な
り
ま
し
た
。

記
念
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

第
１
部
の
結
成
集
会
で
は
、
�

飾
社
保
協
・
公
文
（
く
も
ん
）
会

長
と
、
�
飾
支
部
星
谷
委
員
長
が

共
同
代
表
に
就
任
し
、
第
２
部
の

記
念
ト
ー
ク
で
は
、「
い
の
ち
の

山
河
」
の
大
澤
豊
監
督
と
、
元
足

立
区
長
の
吉
田
万
三
さ
ん
に
よ
る

「
い
の
ち
に
格
差
が
あ
っ
て
は
な

ら
な
い
」
を
テ
ー
マ
に
、
�
飾
の

会
・
和
泉
事
務
局
長
の
進
行
に
よ

る
記
念
ト
ー
ク
が
行
な
わ
れ
、
旧

沢
内
村
の
先
進
的
な
取
り
組
み
な

ど
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
星
谷
委
員
長
か
ら
、
医

療
保
険
一
元
化
反
対
の
運
動
を
こ

の
「
�
飾
の
会
」
を
通
じ
て
訴
え

て
い
き
た
い
と
閉
会
挨
拶
が
あ
り

ま
し
た
。

新
し
い
政
権
に
と

っ
て
初
め
て
の
編
成

と
な
っ
た
平
成
２２
年

度
予
算
は
、
財
務
省

原
案
が
な
く
な
る
な

ど
、
そ
の
編
集
の
手
法
が
こ
れ
ま

で
と
大
き
く
変
わ
っ
た
の
は
間
違

い
な
い
。

だ
が
、
そ
の
中
身
を
み
る
と
、

前
政
権
時
代
同
様
に
算
段
の
末
、

つ
じ
つ
ま
合
わ
せ
し
た
点
は
変
わ

り
よ
う
も
な
か
っ
た
。
そ
の
象
徴

と
も
い
え
る
の
が
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

で
ぶ
ち
上
げ
た
揮
発
油
税
な
ど
の

「
暫
定
税
率
」
の
廃
止
を
取
り
や

め
た
こ
と
で
す
。

国
や
地
方
の
予
算
も
個
人
の
家

計
同
様
に
収
入
が
無
け
れ
ば
は
じ

ま
ら
な
い
。
会
社
員
の
給
料
な

ら
、
国
の
収
入
の
そ
れ
は
税
金
で

あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
税
金
が
一

昨
年
秋
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
以

来
の
景
気
の
落
ち
込
み
で
集
ま
ら

な
い
。

収
入
が
不
足
す
れ
ば
、
借
金
で

賄
う
ほ
か
な
い
が
、「
国
債
発
行

は
約
４４
兆
円
以
内
」
と
い
う
目
標

を
打
ち
出
し
た
た
め
、
こ
れ
を
死

守
す
る
か
、
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
通
り

「
暫
定
税
率
」
の
廃
止
を
実
行
す

る
か
、
の
選
択
だ
っ
た
。

だ
が
、
結
果
的
に
は
、
本
年
度

の
税
収
は
３７
兆
３
９
６
０
億
円
と

約
１９
％
も
減
る
見
込
み
で
、
そ
の

一
方
で
、
新
規
国
債
発
行
額
は
過

去
最
大
の
４４
兆
３
０
３
０
億
円
に

上
が
り
、
戦
後
初
め
て
借
金
が
税

収
を
上
回
る
当
初
予
算
と
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。

昨
年
度
は
二
度
の
補
正
予
算
で

５０
兆
円
を
越
し
た
け
ど
、
本
年
度

は
一
度
の
補
正
予
算
で
も
５０
兆
円

を
越
し
て
し
ま
う
見
込
み
で
、
財

政
状
況
の
悪
化
は
食
い
止
め
ら
れ

な
い
。

東京土建一般労働組合

� 飾 支 部

〒１２４―００１２�飾区立石８―３４―４
電 話 （５６９８）１２６１
ＦＡＸ （５６９８）１２６２
発行人 細 貝 文 洋

今月の�飾組織現勢
２０１０年３月１日現在 ５６１１人
加 入 ３２人
転 入 ４人
脱 退 ３５人
転 出 ２人

２０１０年４月１日現在 ５６１０人

１月１日
付人員

４月１日
付人員

春目標 春一番結果 春一番拡大 成果表
（１月１日付比の増減）

４月５日現在
拡大目標
３．５％

拡大目標
１．５％

新 小 岩 １４５ １４２ ５ ３ 増減▼３

西新小岩 １２３ １２３ ４ ３ 増減０

東新小岩 ３７６ ３６９ １３ ５ 増減▼７

奥 戸 ５２１ ５１８ １８ ８ 増減▼３

本 田 １９５ １９２ ７ ２ 増減▼３

立 石 １７９ １７２ ６ ３ 増減▼７

青 戸 ２３７ ２３９ ８ ４ 増減◎２

お花茶屋 ２２０ ２２０ ８ ３ 増減０

堀 切 ３１７ ３１３ １１ ５ 増減▼４

二 葉 ２５５ ２４４ ９ ３ 増減▼１１

西亀有① １８４ １７９ ６ ３ 増減▼５

西亀有② １０７ １０８ ４ ２ 増減◎１

亀 有 ２６５ ２６４ ９ ４ 増減▼１

細 田 ２２２ ２２４ ８ ３ 増減◎２

高 砂 ２５８ ２４４ ９ ３ 増減▼１４

柴 又 ２５３ ２５２ ９ ３ 増減▼１

新 宿 １９５ １９５ ７ ２ 増減０

金 町 １７５ １７３ ６ ２ 増減▼２

東 金 町 １８３ １７８ ６ ３ 増減▼５

東 水 元 ３０１ ２９５ １１ ４ 増減▼６

北 水 元 ２６６ ２６３ ９ ４ 増減▼３

幸 田 ２５５ ２５６ ９ ３ 増減◎１

飯 塚 １９８ １９０ ７ ３ 増減▼８

そ の 他 ２５９ ２５７ １１ ４ 増減▼２

合 計 ５６８９５６１０ ２００ ８２ １月２１人 ２月２９人 ３月３４人

１月１日付人員比 マイナス ７９人

�
飾
の
会

結
成
集
会

予
想
以
上
の
反
響

１
１
８
人
が
参
加

共
同
代
表
に
星
谷
委
員
長
と
公
文
会
長
が
就
任

春一番８４人を拡大・目標達成も７９人の減

春の拡大で巻き返しと脱退防止を

１１万万人人がが明明治治公公園園にに集集ままるる

後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度ははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいまままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままますすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐ廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！
安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心のののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現をををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををを！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！

『
い
の
ち
』を
掲
げ
、
団
結

す
る
仲
間

予想以上の来場者になった結成集会

神宮通公園まで３㎞のデモ行進 お疲れ様でした

第６４５号建 設 者２０１０年４月１６日（１）
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渋
江
公
園
で
開
催

重
税
反
対
�
飾
区
民
集
会
を
３

月
１２
日
（
金
）
何
十
年
ぶ
り
に
会

場
を
「
渋
江
公
園
」
に
て
行
い
、

当
日
は
天
候
も
味
方
し
雲
ひ
と
つ

な
く
春
の
日
差
し
が
ま
ぶ
し
い

中
、
横
田
税
対
部
長
あ
い
さ
つ
の

後
６
団
体
２
８
０
人
の
参
加
で
開

催
し
ま
し
た
。
参
加
者
の
中
か
ら

「
私
は
年
金
暮
ら
し
で
す
。
切
り

詰
め
て
生
活
を
し
て
い
ま
す
。
も

う
こ
れ
以
上
の
増
税
は
反
対
で

す
。」
な
ど
切
実
な
声
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。
集
会
終
了
後
は
奥
戸

街
道
を
税
務
署
ま
で
元
気
に
デ
モ

行
進
を
し
、
商
店
街
の
人
達
に
も

私
た
ち
の
運
動
を
ア
ピ
ー
ル
し
、

賛
同
さ
れ
ま
し
た
。

４００
人
が
集
団
申
告

税
務
署
で
の
一
斉
申
告
は
、
納

税
が
困
難
な
人
に
対
し
、
誠
意
を

も
っ
た
対
応
な
ど
税
務
行
政
に
対

し
個
人
請
願
を
１
人
ひ
と
り
行

い
、
全
体
で
４
０
０
人
の
仲
間
が

集
団
申
告
を
行
い
ま
し
た
。

３
月
８
日
か
ら
始
ま
っ
た
住

宅
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
申
請
受
付

（
�
飾
支
部
も
申
請
窓
口
）
に

と
も
な
い
、
組
合
員
向
け
の
講

習
を
４
月
２
日
（
金
）
夜
、
組

合
会
館
で
開
催
し
ま
し
た
。
日

程
が
急
だ
っ
た
た
め
告
知
が
十

分
行
き
届
か
ず
、
参
加
者
は
３０

人
弱
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
が
、

星
谷
委
員
長
を
講
師
に
一
時
間

半
の
講
習
と
な
り
ま
し
た
。

本
部
仕
事
対
策
部
作
製
の
ス

ラ
イ
ド
を
利
用
し
、
概
要
か
ら

諸
手
続
き

方
法
・
注

意
点
の

他
、
昨
今

の
住
宅
情

勢
、
期
待

さ
れ
る
効

果
等
も
学

び
ま
し

た
。
住
宅

エ
コ
ポ
イ

ン
ト
は
、

①
エ
コ
住

宅
の
新

築
、
②
エ

コ
リ
フ
ォ
ー
ム
③
上
記
と
同
時

に
行
う
バ
リ
ア
フ
リ
ー
工
事
が

ポ
イ
ン
ト
発
行
の
対
象
と
な
り

ま
す
。
エ
コ
住
宅
の
新
築
は
、

建
物
全
体
の
省
エ
ネ
性
能
を
上

げ
る
た
め
設
計
段
階
か
ら
一
定

の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
必
要
に
な
る
な

ど
私
た
ち
に
と
っ
て
は
「
敷
居

が
高
い
」
感
が
あ
る
た
め
、
エ

コ
リ
フ
ォ
ー
ム
と
バ
リ
ア
フ
リ

ー
、
ま
た
ポ
イ
ン
ト
を
追
加
工

事
代
金
に
充
当
す
る
「
即
時
交

換
」
を
大
い
に
活
用
し
、
プ
ラ

ス
ワ
ン
の
工
事
需
要
を
興
す
こ

と
が
肝
要
と
な
り
ま
す
。
ポ
イ

ン
ト
を
も
ら
う
の
が
目
的
で
工

事
を
す
る
施
主
は
い
ま
せ
ん
の

で
、今
な
ら
と
い
う「
お
得
感
」

で
積
極
的
な
提
案
型
の
仕
事
確

保
が
重
要
で
す
。

な
お
、
４
月
２３
日
（
金
）
に

あ
ら
た
め
て
「
住
宅
エ
コ
ポ
イ

ン
ト
制
度
の
生
み
の
親
」
と
言

わ
れ
て
い
る
方
を
講
師
に
再
度

講
習
を
開
き
ま
す
。
積
極
的
な

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

（
申
込
書
は
群
会
議
で
配
布
）。

首
都
圏
建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
訴
訟
を
提
訴
し
て
間
も
な
く
２
年
を
迎

え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
提
訴
時
２
１
２
人
の
原
告
の
う
ち
、
１
１

６
人
が
生
存
原
告
で
し
た
が
、
そ
の
後
２５
人
の
原
告
が
亡
く
な
り
、

建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
の
重
篤
性
と
被
害
を
拡
大
さ
せ
た
国
と
製
造

企
業
の
責
任
が
一
層
問
わ
れ
る
事
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。

５３
筆
の
署
名
集
ま
る

�
飾
支
部
で
は
、
裁
判
の
早
期

結
審
、
被
害
の
重
篤
性
を
訴
え
る

た
め
訴
訟
の
期
日
に
合
わ
せ
て
、

駅
頭
宣
伝
を
行
っ
て
い
ま
す
。
第

９
回
期
日
で
あ
る
３
月
１７
日

（
水
）
に
は
、
青
砥
駅
に
て
２２
人

の
参
加
者
で
行
い
ま
し
た
。
１８
時

か
ら
会
社
帰
り
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

や
買
い
物
中
の
主
婦
に
チ
ラ
シ
を

配
布
し
、
署
名
の
協
力
を
訴
え
、

集
ま
っ
た
署
名
の
数
は
５３
筆
で
し

た
。
署
名
頂
い
た
方
か
ら
は
、「
応

援
し
ま
す
、
が
ん
ば
っ
て
下
さ

い
。」
と
暖
か
い
声
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

�
飾
区
職
労
の
細
谷
副
執
行
委
員
長
も
参
加

最
賃
法
・
公
契
約
条
例
を
学
習

『
公
契
約
条
例
制
定
と
全
国
一

律
最
低
賃
金
法
を
も
と
め
る
』
春

闘
学
習
会
を
３
月
２５
日
（
木
）
東

京
土
建
�
飾
支
部
会
館
で
開
催
。

�
飾
春
闘
共
闘
会
議
・
�
飾
区
労

連
・
東
京
土
建
�
飾
支
部
が
主
催
、

１６
団
体
・
６４
人
が
参
加
し
て
学
習

会
を
行
な
い
ま
し
た
。

最
低
賃
金
を
も
と
め
る
講
演
で

は
、
東
京
地
評
幹
事
の
影
山
さ
ん

か
ら
、
年
収
２
０
０
万
以
下
の
生

活
保
護
を
下
回
る
貧
困
層
が
１
０

０
０
万
人
を
超
え
る
現
状
。
全
国

一
律
の
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
が

必
要
で
あ
る
こ
と
を
学
び
、
公
契

約
条
例
に
つ
い
て
の
講
演
で
は
、

東
京
土
建
本
部
常
任
中
執
の
松
森

さ
ん
か
ら
、
公
契
約
条
例
制
定
す

る
流
れ
を
作
り
出
す
こ
と
で
、
最

低
賃
金
を
引
き
上
げ
る
と
と
も
に
、

今
後
の
後
継
者
の
育
成
を
し
て
い

く
こ
と
の
必
要
性
を
学
び
ま
し
た
。

ま
た
、
�
飾
区
職
労
の
細
谷
副

執
行
委
員
長
か
ら
は
、
区
職
員
の

現
在
の
人
件
費
に
つ
い
て
の
報
告

と
、
区
職
労
と
し
て
、
人
件
費
と

共
に
公
契
約
も
含
め
て
対
応
を
し

て
い
き
た
い
と
の
話
が
あ
り
ま
し

た
。最

後
に
、
東
京
土
建
�
飾
支
部

の
芳
井
副
執
行
委
員
長
が
閉
会
の

あ
い
さ
つ
で
、
参
加
者
全
員
で
、

ガ
ン
バ
ロ
ウ
三
唱
を
し
て
団
結
し

て
終
え
ま
し
た
。

労
災
保
険
の
適
用
さ
れ
な
い
被

害
者
の
た
め
の
、
石
綿
健
康
被
害

救
済
法
が
施
行
さ
れ
て
か
ら
４
周

年
を
迎
え
た
３
月
２７
日
（
土
）、

日
本
教
育
会
館
大
ホ
ー
ル
に
救
済

法
の
全
面
見
直
し
を
求
め
る
大
集

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
�
飾
支
部

か
ら
の
参
加
は
１５
人
、
全
体
で
７

０
０
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

集
会
で
は
、
大
坂
泉
南
ア
ス
ベ

ス
ト
国
賠
訴
訟
、
首
都
圏
建
設
ア

ス
ベ
ス
ト
訴
訟
、
ア
ス
ベ
ス
ト
肺

が
ん
行
政
訴
訟
と
い
っ
た
原
告
か

ら
、
直
接
苦
し
み
、
怒
り
や
切
実

な
訴
え
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
集
会
の
終
わ
り
に
、
ア
ス
ベ

ス
ト
訴
訟
に
勝
利
し
、
全
て
の
ア

ス
ベ
ス
ト
被
害
者
に
格
差
と
隙
間

の
な
い
救
済
を
実
現
さ
せ
よ
う

と
、
参
加
者
全
員
で
声
を
あ
げ
意

思
統
一
を
行
い
ま
し
た
。

３・１３重税反対�飾区民集会を開催

誠誠誠意意意をををもももっっったたた対対対応応応ををを求求求めめめるるる
６団体２８０人が参加

アスベスト訴訟 提訴�年を迎える

原告の半数以上が亡くなる
早期結審・被害を訴え青砥駅頭宣伝を開催

大
集
会
に
７
０
０
人
が
参
加

被
害
者
に
格
差
と
隙
間
の
な
い
救
済
を

住宅エコポイント申請 �月�日から

提案型の仕事確保を
�月２３日にも講習会を開催

�飾税務署への一斉申告の
申入れ

７００人が集まりアスベスト救済法の全面見直しを求めました

署名のお願いをする
清水事務局長

星
谷
委
員
長
に
よ
る
ス
ラ

イ
ド
を
使
っ
た
学
習
会

６団体２８０人が参加した一斉申告

１６団体が参加した学習会

（２）第６４５号建 設 者２０１０年４月１６日
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キ
ャ
ン
セ
ル
も

１
０
０
人
以
上

後
継
者
対
策

休
憩
室
で
癒
し
を
提
供

２１
年
度
第
３
回
支
部
健
康
診
査

を
去
る
３
月
２８
日
（
日
）
テ
ク
ノ

プ
ラ
ザ
か
つ
し
か
で
開
催
。
募
集

を
１
カ
月
延
長
し
５
４
０
人
の
方

が
申
込
を
し
ま
し
た
が
実
際
に
受

診
し
た
方
は
４
１
６
人
で
し
た
。

８
時
半
の
開
始
に
は
受
付
よ
り

も
受
診
券
再
発
行
の
窓
口
に
行
列

が
出
来
る
ほ
ど
で
し
た
。

受
診
者
の
ひ
と
り
は
「
近
く
で

一
年
に
一
回
健
診
が
で
き
て
、
自

分
の
健
康
状
態
を
確
認
し
嬉
し
い

で
す
。」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
後
継
者
対
策
部
の
「
休

憩
室
」
で
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映
や
ク
イ

ッ
ク
マ
ッ
サ
ー
ジ
に
は
癒
さ
れ
る

と
好
評
で
し
た
。

来
年
度
か
ら
家
族
も
念
願
の
組

合
員
コ
ー
ス
が
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
胃
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
も
で
き

ま
す
。

益
々
充
実
す
る
組
合
の
健
康
診

査
を
み
ん
な
で
受
け
ま
し
ょ
う
。

受
診
す
る
組
合
員
本
人
・
家
族

の
待
ち
合
わ
せ
場
所
の
提
供
と
組

合
活
動
の
宣
伝
を
目
的
に
、
後
継

者
対
策
部
が
「
休
け
い
室
」
を
設

置
し
ま
し
た
。

お
菓
子
屋
ジ
ュ
ー
ス
を
用
意
、

Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
流
し
て
、
気
軽
に
使
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
に
手
配
し
ま
し

た
。
ま
た
今
回
は
、「
ク
イ
ッ
ク

マ
ッ
サ
ー
ジ
」
を
目
玉
企
画
と
し

て
、
用
意
し
、
１９
人
の
方
が
利

用
。
大
変
好
評
で
し
た
。

全
体
で
は
、
６０
人
を
超
え
る
利

用
で
、
健
診
参
加
者
に
エ
コ
ポ
イ

ン
ト
・
東
京
土
建
利
用
ガ
イ
ド
な

ど
を
３
５
０
部
配
布
し
ま
し
た
。

３
月
３１
日
（
水
）
�
飾
支
部

会
館
の
大
会
議
室
で
大
澤
豊
監

督
作
品
の
映
画
『
い
の
ち
の
山

河
（
日
本
の
青
空
Ⅱ
）』
の
試

写
会
を
行
い
ま
し
た
。
５
月
に

は
亀
有
リ
リ
オ
ホ
ー
ル
で
上
映

を
し
ま
す
。

当
日
は
、
他
団
体
含
め
３５
人

の
映
画
フ
ァ
ン
が
来
場
し
約
２

時
間
の
上
映
を
行
い
ま
し
た
。

上
映
を
終
え
、
感
慨
に
浸
る
齋

藤
厚
生
文
化
部
長
は
、「
感
動

し
た
。
村
長
が
素
晴
ら
し
い
人

で
し
た
。
み
な
さ
ん
に
も
ぜ
ひ

見
て
い
た
だ
き
た
い
作
品
。」

と
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

長
く
無
医
村
だ
っ
た
山
深
い

岩
手
の
沢
内
村
（
現
・
西
和
賀

町
）。
深
沢
村
長
を
中
心
に
村

が
直
面
し
て
い
る
「
豪
雪
・
多

病
・
貧
困
」
の
三
悪
に
立
ち
向

か
い
、
最
後
に
は
、
村
民
が
医

療
に
自
信
と
誇
り
を
取
り
戻
す

苦
闘
の
物
語
で
す
。

上
映
日
程

会
場
…
亀
有
リ
リ
オ
ホ
ー
ル

日
時
…
５
月
１３
日
（
木
）

１０
時
３０
分
〜
・
１４
時
〜

・
１９
時
〜
の
３
回
上
映

料
金
…
前
売
１
２
０
０
円

当
日
１
５
０
０
円

学
生
５
０
０
円

３
月
２１
日（
日
）に
、
Ｐ
Ａ
Ｌ
�

飾
結
成
後
の
初
め
て
の
総
会
を
、

支
部
事
務
所
３
階
に
て
、
１４
人
の

会
員
の
参
加
で
行
い
ま
し
た
。

初
代
会
長
の
芳
井
さ
ん
か
ら
の

あ
い
さ
つ
で
始
ま
り
、
議
案
提
案

を
副
会
長
の
吉
田
さ
ん
が
行
い
ま

し
た
。
昨
今
の
厳
し
い
現
場
の
状

況
な
ど
の
報
告
、
公
契
約
運
動
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
も
報
告
が
さ

れ
ま
し
た
。

新
年
度
は
、
会
員
を
６０
人
に

し
、
現
場
で
の
発
言
力
を
交
渉
力

に
変
え
る
た
め
、
活
動
を
進
め
る

こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。
最
後
に

団
結
ガ
ン
バ
ロ
ウ
で
締
め
く
く
っ

た
後
、
駅
前
の
中
華
料
理
屋
で
交

流
会
を
行
い
ま
し
た
。

会
長
に
吉
田
邦
雄

さ
ん

新
年
度
の
役
員
は
、
会
長
に
吉

田
邦
雄
さ
ん
、
副
会
長
に
土
屋
忍

さ
ん
、
大
和
久
秀
信
さ
ん
、
幹
事

長
・
代
表
委
員
に
佐
藤
智
夫
さ
ん

で
す
。

【
高
砂
分
会
・
教
宣
部
・
小
林

總
一
郎
】「
高
砂
分
会
総
会
は
３

月
４
日
高
砂
団
地
第
５
集
会
所
で

午
後
７
時
か
ら
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
吉
田
書
記
長
の
司
会
で
始
ま

り
、
加
藤
分
会
長
の
挨
拶
が
あ
り

ま
し
た
。

議
長
選
出
は
例
年
通
り
、
ベ
テ

ラ
ン
の
金
沢
副
分
会
長
に
満
場
の

拍
手
で
決
ま
り
、
さ
っ
そ
く
総
会

成
立
の
発
表
。
出
席
３１
人
、
信
任

状
１
３
５
。

事
業
活
動
報
告
を
分
会
長
か

ら
、
会
計
報
告
・
新
年
度
予
算
案

を
副
部
長
の
柴
田
さ
ん
か
ら
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

新
役
員
が
決
ま
る

質
疑
応
答
も
済
み
、
役
員
改
選

に
な
り
、
前
も
っ
て
加
藤
分
会

長
、
吉
田
書
記
長
、
分
会
四
役
の

主
だ
っ
た
人
た
ち
の
努
力
で
、
そ

れ
ぞ
れ
の
候
補
を
説
得
し
、
了
承

を
得
た
人
た
ち
と
再
任
の
人
の
紹

介
が
あ
り
無
事
終
わ
る
。
こ
れ
か

ら
高
砂
分
会
も
若
返
り
に
向
け
一

歩
踏
み
出
し
ま
し
た
。

最
後
に
分
会
長
に
再
任
さ
れ
た

加
藤
分
会
長
か
ら
の
新
年
度
の
抱

負
な
ど
の
挨
拶
で
分
会
総
会
を
終

え
る
。

「
こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
と
共
に

分
会
を
盛
り
上
げ
て
い
く
覚
悟
で

頑
張
る
。
高
砂
分
会
は
過
去
に
３

０
０
余
名
の
実
績
を
誇
っ
た
こ
と

が
あ
り
、
着
実
に
こ
れ
か
ら
実
増

を
目
指
し
て
や
り
ま
し
ょ
う
。

昨
年
亡
く
な
っ
た
組
合
員
（
１０

群
）
の
朝
倉
さ
ん
、
今
年
亡
く
な

っ
た
元
分
会
長
堀
川
さ
ん
の
報
告

と
。
皆
さ
ん
で
ご
冥
福
を
祈
り
ま

し
ょ
う
。」
と
締
め
く
く
り
ま
し

た
。そ

の
他
の
議
案
・
連
絡
事
項
に

移
り
、
吉
田
書
記
長
か
ら
来
年
度

の
健
康
保
険
証
の
交
付
に
つ
い
て

の
報
告
、
そ
し
て
、
議
長
解
任
、

閉
会
の
挨
拶
は
、
吉
田
書
記
長
。

金
澤
副
分
会
長
が

勇
退

最
後
に
柴
田
副
分
会
長
か
ら
、

今
期
を
も
っ
て
高
砂
分
会
の
重
鎮

で
あ
り
、
指
導
者
で
も
あ
っ
た
金

沢
副
分
会
長
が
分
会
執
行
部
を
、

諸
般
の
事
情
と
定
年
制
移
行
な
ど

で
勇
退
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
高
砂
分
会
の
み
な
ら
ず
、
東

京
土
建
本
部
の
初
代
青
年
部
長
ま

で
務
め
た
実
績
は
高
く
評
価
さ
れ

る
も
の
で
す
。
今
後
も
組
合
活
動

に
い
ろ
い
ろ
と
助
言
を
賜
り
た
く

お
願
い
し
ま
す
。
残
念
で
す
が
、

皆
さ
ん
で
拍
手
を
も
っ
て
お
礼
に

代
え
て
く
だ
さ
い
。
と
締
め
く
く

り
ま
し
た
。

第第
３３
回回
支支
部部
健健
康康
診診
査査
をを
開開
催催

��
��
��
人人
がが
受受
診診

今今
年年
度度
かか
らら
家家
族族
もも
組組
合合
員員
ココ
ーー
スス
にに

ＰＡＬ�飾結成後の初めての総会

発発言言力力をを交交渉渉力力にに変変ええ活活動動をを
会員を６０人に拡大を目標

高
砂
分
会
総
会
を
開
催

若
返
り
に
向
け
一
歩
踏
み
出
す

加
藤
分
会
長
が
再
任

感
動
物
語

い
の
ち
の
山
河

５
月
１３
日
（
木
）
亀
有
リ
リ
オ
ホ
ー
ル
で
上
映

�
飾
支
部
で
先
行
試
写
会
を
開
催

今
回
の
目
玉
「
ク
イ
ッ
ク
マ
ッ

サ
ー
ジ
」

発
言
力
を
行
動
力
に
！
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ウ
�

テクノプラザで行われた０９年度最後の集団健康診査

高砂分会の総会であいさつをする加藤分会長

いのちの山河パンフレット

第６４５号建 設 者２０１０年４月１６日（３）
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阿
久
津
部
長
が
再
任

『
躍
進
を
』と
一
致
団
結

３
月
２７
日
（
土
）
に
青
年
部
９

人
、
来
賓
は
千
葉
後
継
者
対
策
部

長
を
は
じ
め
３
人
参
加
で
、
青
年

部
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
来
賓

か
ら
挨
拶
を
頂
い
た
後
、
議
案
提

案
を
行
ま
し
た
。

全
て
の
議
事
が
承
認
さ
れ
た

後
、
新
年
度
役
員
と
し
て
、
阿
久

津
大
造
部
長
が
再
任
さ
れ
ま
し

た
。
新
年
度
も
メ
ー
デ
ー
を
始

め
、
躍
進
し
て
い
こ
う
と
一
致
団

結
し
て
総
会
を
閉
会
し
ま
し
た
。

大
山
会
長
が
再
任

８８
人
が
参
加
し
開
催

【
主
婦
の
会
・
教
宣
部
・
大
山

艶
子
】
３
月
１３
日
（
土
）
に
組
合

会
館
３
Ｆ
大
会
議
室
で
、
８８
人
が

参
加
し
て
、
第
３８
回
主
婦
の
会
総

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

予
想
以
上
の
大
不
況
の
中
で
、

組
合
員
の
お
と
う
さ
ん
た
ち
や
息

子
を
い
つ
も
元
気
に
支
え
て
い
る

大
勢
の
会
員
さ
ん
が
参
加
し
無
事

終
了
。

担
当
の
星
谷
委
員
長
か
ら
は
、

国
保
組
合
へ
の
新
聞
・
Ｔ
Ｖ
な
ど

メ
デ
ィ
ア
の
不
当
な
バ
ッ
シ
ン
グ

の
真
意
な
ど
わ
か
り
や
す
く
話
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

コ
ー
ナ
ー
に
設
け
ら
れ
た
「
み

ん
な
の
作
品
コ
ー
ナ
ー
」
は
、
や

は
り
華
や
か
。
心
配
さ
れ
た
お
天

気
も
閉
会
ま
で
な
ん
と
か
持
ち
ホ

ッ
と
ひ
と
安
心
。

ま
た
、
新
た
な
出
発
で
す
、
お

つ
か
れ
さ
ま
…
。

７０
人
が
参
加

田
中
さ
ん
が
新
会
長
に

【
建
長
会
・
会
長
・
田
中
淹
男
】

３
月
２０
日
土
曜
日
、
支
部
会
館
３

回
会
議
室
に
て
、
午
前
１１
時
よ
り

�
飾
建
長
会
第
７
回
総
会
が
参
加

者
７０
人
で
開
会
さ
れ
ま
し
た
。

篠
田
副
会
長
司
会
の
も
と
に
代

議
員
の
中
か
ら
神
宮
さ
ん
（
二
葉

分
会
）
を
議
長
に
選
出
。
分
会
長

・
来
賓
の
あ
い
さ
つ
・
メ
ッ
セ
ー

ジ
の
紹
介
に
続
き
、
吉
野
五
郎
氏

（
�
飾
社
保
協
事
務
局
長
）に「
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
」
今
す
ぐ
廃

止
を
！
と
題
し
て
の
講
演
。
続
い

て
、
第
６
期
取
り
組
み
・
会
計
報

告
、
第
７
期
役
員
選
出
・
新
役
員

あ
い
さ
つ
を
経
て
、
第
７
回
総
会

の
議
事
を
終
了
し
ま
し
た
。

午
後
か
ら
懇
親
会
に
入
り
、
美

酒
に
酔
い
つ
つ
、
田
島
事
務
局
長

の
「
三
本
締
め
」
で
懇
親
会
を
終

わ
り
ま
し
た
。

亀
有
の
地
名

中
世
に
お
い
て
は「
亀
無
」、「
亀

梨
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
亀

の
背
の
よ
う
な
島
状
の
土
地
の
高

ま
り
か
ら
「
亀
」
地
名
が
生
ま
れ

た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

江
戸
時
代
、
正
保
元
年
（
１
６

４
４
）
幕
府
の
国
図
作
成
の
際
、

地
元
で
は
「
か
め
な
し
」
の
「
な

し
」
を
忌
み
き
ら
っ
て
「
亀
有
」

に
改
め
ら
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
戦
国
期
に
は
中
川
の
対
岸
に

あ
る
葛
西
新
宿
の
宿
場
と
と
も
に

葛
西
城
の
城
下
と
し
て
さ
か
え
、

江
戸
時
代
に
至
っ
て
も
交
通
の
要

衝
と
し
て
繁
栄
し
ま
し
た
。

柴
又
の
地
名

奈
良
東
大
寺
の
正
倉
院
に
保
管

さ
れ
て
い
る
「
養
老
五
年
（
７
２

１
）
下
総
国
�
飾
郡
大
嶋
郷
戸

籍
」
に
「
嶋
俣
里
」
の
記
載
が
あ

り
、
こ
の
「
嶋
俣
（
し
ま
ま
た
）」

が
「
し
ば
ま
た
」
に
転
訛
し
た
も

の
で
す
。「
嶋
俣
」
の
由
来
は
、

「
嶋
」
は
デ
ル
タ
地
帯
に
形
成
さ

れ
た
島
状
の
地
形
を
あ
ら
わ
し
、

「
俣
（
ま
た
）」
と
は
河
川
が
合

流
す
る
地
点
を
意
味
し
て
お
り
、

当
時
の
地
形
景
観
か
ら
名
付
け
ら

れ
た
地
名
で
す
。

中
世
以
降
、「
し
ば
ま
た
」
の

表
記
は
、
柴
俣
、
芝
又
、
芝
亦
、

柴
亦
な
ど
種
々
の
字
が
当
て
ら
れ

ま
し
た
が
、
現
在
の
「
柴
又
」
と

な
っ
た
の
は
江
戸
時
代
以
降
の
こ

と
で
す
。

３
月
２８
日
（
日
）
区
立
高
砂
北

公
園
で
、
他
の
分
会
に
先
駆
け

て
、
細
田
分
会
が
毎
年
恒
例
の
花

見
を
行
い
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
組
合
員
３３
人
・
組

合
員
家
族
が
２３
人
の
あ
わ
せ
て
５６

人
で
し
た
。当
日
は
、曇
り
空
で
、

寒
さ
が
残
り
な
が
ら
も
桜
は
、
５

分
咲
き
。
そ
れ
で
も
気
持
ち
は
満

開
、
楽
し
く
過
ご
し
ま
し
た
。

こ
の
他
に
も
奥
戸
・
幸
田
な
ど

各
分
会
で
花
見
を
開
催
し
ま
し

た
。
分
会
レ
ク
で
、
み
ん
な
の
絆

を
深
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

１０
年
度
の
新
入
学
祝
金
の
申
請

が
始
ま
り
ま
し
た
。
今
月
４
月
に

小
学
校
・
中
学
校
を
新
入
学
さ
れ

た
お
子
さ
ん
が
い
る
組
合
員
さ
ん

が
申
請
で
き
ま
す
。
図
書
カ
ー
ド

（
５
０
０
０
円
分
）
が
も
ら
え
ま

す
。

申
請
す
る
際
は
、
親
子
関
係
の

わ
か
る
書
類
【
戸
籍
謄
本
や
住
民

票
（
続
柄
記
載
の
も
の
）】
を
添

え
て
ご
提
出
く
だ
さ
い
。
申
請
用

紙
は
、
支
部
事
務
所
に
あ
り
ま
す

の
で
、
詳
細
は
支
部
ま
で
連
絡
く

だ
さ
い
。

��飾飾のの
ママメメ知知識識

青青年年部部・・主主婦婦のの会会・・建建長長会会もも

総総会会をを開開催催 新新役役員員がが決決定定

細
田

分
会

毎
年
恒
例
の
花
見
開
催

５
分
咲
き
もで

気
持
ち
は
満
開

１０
年
度
の
新
入
学
祝
金
の
申
請

４
月
か
ら
で
き
ま
す
よ
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３
〜
５
月
は
火
災
共
済
加
入
促
進
と
自
動
車
共
済
見
積
り
の
月
間
で
す
。

・
火
災
共
済
…
月
間
中
の
新
規
加
入
者
と
新
規
口
座
振
替
依
頼
者
に
ク
オ
カ
ー
ド
（
５
０
０
円
）
贈
呈

・
自
動
車
共
済
…
新
規
加
入
者
に
は
抽
選
で
１
０
０
人
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
（
例
：
特
賞
は
１
人
。
５
万
円
の

旅
行
券
）

阿
久
津
大
造
さ
ん
が
部
長
に
再
任

し
、
団
結
し
た
総
会

８８
人
が
参
加
し
て
行
な
わ
れ
た
主

婦
の
会
総
会

新
役
員
を
発
表

建
長
会
総
会

毎
年
恒
例
の
細
田
分
会
の
花
見
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